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まち・ひと・しごと創生アンケート 調査結果 

 

1. 調査目的 

「まち・ひと・しごと創生」にかかる取り組みとして、「新城市人口

ビジョン」及び「新城市総合戦略」の策定をするにあたり、市民や市内

事業所の現状や課題を把握するための大切な基礎資料とさせて頂くこ

とを目的として、「結婚・出産・子育て」、「卒業後の進路と居住地」、「市

内事業所の雇用動向」に関するアンケートを実施しました。 

 

2. 調査方法・回収結果 
 

 
結婚・出産・子育てに 

関するアンケート 

卒業後の進路と居住地に

関するアンケート 

市内事務所の雇用動向に

関するアンケート 

地域 新城市全域 

対象者 
新城市に在住する 

18～44 歳の男女 

新城市に在住する 

高校生 
新城市内の事業所 

標本数 2,000 人 400 人 100 事業所 

抽出方法 住民基本台帳等による無作為抽出 

調査期間 平成 27 年６月 

調査方法 郵送配布、郵送回収 

回収数 547 件 151 件 60 件 

回収率 27.4％ 37.8％ 60.0％ 

3. 注意事項 

（１）比率については、小数点以下第 2 位を四捨五入しており、比率

の合計が 100％にならないことがあります。 

（２）回答率の母数は、原則としてその質問の回答者数であり、図表

では「ｎ」と表示しています。 
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●結婚・出産・子育てに関するアンケート 

 

 結婚観 １.

「③自分の自由になるお金が少なくなる」と“そう思う”1が 80.6％ 

結婚についての考えをみると、“そう思う”が最も高いのは「③自分

の自由になるお金が少なくなる」（80.6％）、反対に “そう思わない”

2は、「⑦仕事がしづらくなる/仕事をやめなければならなくなる」

（67.7％）が最も高くなっています。 

図表 1 結婚観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
1  「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせたもの 
2  「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせたもの 

n=547

①自分の自由になる時間が
少なくなる

②社会的な信用が得られる

③自分の自由になるお金が
少なくなる

④経済的な安定が得られる

⑤義父母や親戚など人間関
係が複雑になる

⑥生活上の不便がなくなる

⑦仕事がしづらくなる/ 仕事
をやめなければならなくなる

30.9

23.9

39.5

16.1

29.3

8.8

11.2

47.0

42.8

41.1

32.5

31.3

26.7

20.3

10.4

14.3

11.3

28.3

19.9

36.6

23.8

10.6

18.1

6.8

21.9

18.5

26.9

43.9

1.1

0.9

1.3

1.1

1.1

1.1

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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①自分の自由になる時間が少なくなる 

結婚は「①自分の自由になる時間が少なくなる」と思うかについて、

“そう思う”が 77.9％と高くなっています。 

図表 2 結婚観①自分の自由になる時間が少なくなる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②社会的な信用が得られる 

結婚は「②社会的な信用が得られる」と思うかについて、“そう思う”

が 66.7％と高くなっています。 

図表 3 結婚観②社会的な信用が得られる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.9

34.6

27.6

38.9

30.4

33.9

33.3

29.2

29.4

30.7

30.8

47.0

43.0

50.9

27.8

46.4

46.8

50.0

48.2

47.1

48.1

45.9

10.4

9.5

11.3

16.7

14.5

11.3

6.7

8.8

11.2

9.5

11.5

10.6

11.4

9.9

16.7

5.8

6.5

8.9

13.9

11.8

10.6

10.8

1.1

1.5

0.4

2.9

1.6

1.1

0.6

1.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=547）

男性

（n=263）

女性

（n=283）

19歳以下

（n=18）

20～24歳

（n=69）

25～29歳

（n=62）

30～34歳

（n=90）

35～39歳

（n=137）

40～44歳

（n=170）

既婚

（n=264）

未婚

（n=279）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

23.9

31.6

17.0

5.6

26.1

21.0

26.7

26.3

22.9

24.6

22.6

42.8

38.4

47.0

61.1

36.2

50.0

38.9

41.6

44.1

40.9

45.2

14.3

14.8

13.8

16.7

18.8

11.3

8.9

13.9

16.5

15.5

13.3

18.1

14.1

21.9

16.7

17.4

16.1

24.4

18.2

15.9

17.8

18.6

0.9

1.1

0.4

1.4

1.6

1.1

0.6

1.1

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=547）

男性

（n=263）

女性

（n=283）

19歳以下

（n=18）

20～24歳

（n=69）

25～29歳

（n=62）

30～34歳

（n=90）

35～39歳

（n=137）

40～44歳

（n=170）

既婚

（n=264）

未婚

（n=279）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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③自分の自由になるお金が少なくなる 

結婚は「③自分の自由になるお金が少なくなる」と思うかについて、

“そう思う”が 80.6％と高くなっています。 

図表 4 結婚観③自分の自由になるお金が少なくなる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④経済的な安定が得られる 

結婚は「④経済的な安定が得られる」と思うかについて、“そう思わ

ない”が 50.2％となっています。 

図表 5 結婚観④経済的な安定が得られる 

 

 

 

 

 

 

  

39.5

49.8

30.0

44.4

40.6

41.9

48.9

41.6

31.2

42.8

36.6

41.1

35.0

47.0

44.4

40.6

45.2

34.4

39.4

44.7

38.6

43.4

11.3

8.0

14.5

11.1

13.0

6.5

11.1

10.2

13.5

10.6

12.2

6.8

5.7

7.8

2.9

4.8

3.3

8.8

10.0

6.8

6.8

1.3

1.5

0.7

2.9

1.6

2.2

0.6

1.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=547）

男性

（n=263）

女性

（n=283）

19歳以下

（n=18）

20～24歳

（n=69）

25～29歳

（n=62）

30～34歳

（n=90）

35～39歳

（n=137）

40～44歳

（n=170）

既婚

（n=264）

未婚

（n=279）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

16.1

8.0

23.7

11.1

11.6

25.8

14.4

15.3

16.5

15.2

16.5

32.5

27.0

37.8

50.0

29.0

30.6

27.8

30.7

37.1

32.6

33.0

28.3

32.3

24.7

27.8

40.6

25.8

30.0

24.8

26.5

27.7

29.0

21.9

31.2

13.4

11.1

17.4

16.1

25.6

29.2

19.4

23.5

20.8

1.1

1.5

0.4

1.4

1.6

2.2

0.6

1.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=547）

男性

（n=263）

女性

（n=283）

19歳以下

（n=18）

20～24歳

（n=69）

25～29歳

（n=62）

30～34歳

（n=90）

35～39歳

（n=137）

40～44歳

（n=170）

既婚

（n=264）

未婚

（n=279）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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⑤義父母や親戚など人間関係が複雑になる 

結婚は「⑤義父母や親戚など人間関係が複雑になる」と思うかについ

て、“そう思う”が 60.6％と高くなっています。 

図表 6 結婚観⑤義父母や親戚など人間関係が複雑になる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥生活上の不便がなくなる 

結婚は「⑥生活上の不便がなくなる」と思うかについて、“そう思わ

ない”が 63.5％と高くなっています。 

図表 7 結婚観⑥生活上の不便がなくなる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.3

16.0

41.7

38.9

34.8

37.1

30.0

20.4

30.0

25.4

32.6

31.3

31.9

30.7

27.8

30.4

32.3

22.2

30.7

37.1

29.5

33.3

19.9

25.9

14.5

22.2

15.9

14.5

23.3

28.5

14.7

23.1

16.8

18.5

24.7

12.7

11.1

17.4

14.5

22.2

20.4

17.6

20.8

16.5

1.1

1.5

0.4

1.4

1.6

2.2

0.6

1.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=547）

男性

（n=263）

女性

（n=283）

19歳以下

（n=18）

20～24歳

（n=69）

25～29歳

（n=62）

30～34歳

（n=90）

35～39歳

（n=137）

40～44歳

（n=170）

既婚

（n=264）

未婚

（n=279）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

8.8

10.3

7.4

11.1

7.2

6.5

11.1

10.2

7.6

10.2

7.2

26.7

30.0

23.7

11.1

15.9

29.0

25.6

32.1

28.2

29.5

24.0

36.6

31.6

41.3

61.1

46.4

41.9

33.3

34.3

31.8

32.6

40.5

26.9

26.6

27.2

16.7

29.0

21.0

27.8

23.4

31.8

26.5

27.6

1.1

1.5

0.4

1.4

1.6

2.2

0.6

1.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=547）

男性

（n=263）

女性

（n=283）

19歳以下

（n=18）

20～24歳

（n=69）

25～29歳

（n=62）

30～34歳

（n=90）

35～39歳

（n=137）

40～44歳

（n=170）

既婚

（n=264）

未婚

（n=279）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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⑦仕事がしづらくなる／仕事をやめなければならなくなる 

結婚は「⑦仕事がしづらくなる／仕事をやめなければならなくなる」

と思うかについて、「そう思わない」が 43.9％と高くなっています。 

図表 8 結婚観⑦仕事がしづらくなる／仕事をやめなければならなくなる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.2

2.3

19.4

27.8

17.4

12.9

11.1

7.3

9.4

8.3

13.3

20.3

6.8

32.9

27.8

24.6

24.2

15.6

17.5

21.2

17.4

23.3

23.8

21.7

25.8

16.7

17.4

29.0

21.1

26.3

24.7

26.9

20.8

43.9

68.1

21.6

27.8

39.1

32.3

51.1

48.9

44.1

46.2

41.9

0.9

1.1

0.4

1.4

1.6

1.1

0.6

1.1

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=547）

男性

（n=263）

女性

（n=283）

19歳以下

（n=18）

20～24歳

（n=69）

25～29歳

（n=62）

30～34歳

（n=90）

35～39歳

（n=137）

40～44歳

（n=170）

既婚

（n=264）

未婚

（n=279）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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 現在独身でいる理由 ２.

「適当な相手にまだめぐり合わないから」が 52.5％ 

現在独身でいる理由をみると、「適当な相手にまだめぐり合わないか

ら」が 52.5％と最も高くなっています。 

図表 9 現在独身でいる理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.0

29.3

4.3

10.9

2.2

2.2

5.4

6.5

5.4

3.3

2.2

3.3

12.0

6.8

31.3

3.4

2.7

2.0

1.4

3.4

1.4

3.4

9.5

9.5

2.0

0.7

2.0

7.5

2.7

10.2

0.0 20.0 40.0

結婚するにはまだ若いから

適当な相手にまだめぐり

合わないから

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから

相手が乗り気でないから

相手に結婚できない事情が

あるから

安定した生活が見込め

ないから

今は趣味や娯楽を楽しみ

たいから

子どもがほしくないから

現在の生活レベルを落とし

たくないから

異性とうまくつきあえないから

今は仕事又は学業にうち

こみたいから

結婚する必要を感じないから

結婚資金が足りないから

結婚後の生活資金が足り

ないから

親や周囲が結婚に同意

しない（だろう）から

その他

特に理由はない

無回答

（％）

男性（n=92）

女性（n=147）

22.1

52.5

23.2

3.8

4.2

13.3

18.3

1.9

4.6

14.4

19.0

17.5

13.7

14.1

4.2

7.2

5.3

3.8

0.0 20.0 40.0 60.0

結婚するにはまだ若いから

適当な相手にまだめぐり

合わないから

独身の自由さや気楽さを

失いたくないから

相手が乗り気でないから

相手に結婚できない事情が

あるから

安定した生活が見込め

ないから

今は趣味や娯楽を楽しみ

たいから

子どもがほしくないから

現在の生活レベルを落とし

たくないから

異性とうまくつきあえないから

今は仕事又は学業にうち

こみたいから

結婚する必要を感じないから

結婚資金が足りないから

結婚後の生活資金が足り

ないから

親や周囲が結婚に同意

しない（だろう）から

その他

特に理由はない

無回答

（％）

n=263
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 結婚願望 ３.

「いずれ結婚したい」が 59.3％、「現時点ではわからない」が 31.2％ 

結婚に対する希望をみると、「いずれ結婚したい」が 59.3％、「現時

点ではわからない」が 31.2％、「一生結婚するつもりはない」が 5.7％

となっています。 

図表 10 結婚願望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.3

54.9

62.1

66.7

71.2

77.3

61.1

51.9

29.8

5.7

4.9

6.2

5.6

1.5

4.5

11.1

3.8

10.6

31.2

35.3

28.6

27.8

25.8

18.2

19.4

38.5

53.2

3.8

4.9

3.1

1.5

8.3

5.8

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=263）

男性

（n=102）

女性

（n=161）

19歳以下

（n=18）

20～24歳

（n=66）

25～29歳

（n=44）

30～34歳

（n=36）

35～39歳

（n=52）

40～44歳

（n=47）

いずれ結婚したい 一生結婚するつもりはない 現時点ではわからない 無回答
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※「いずれ結婚したい」と回答された方 

 結婚後の居住希望 ４.

「新城市に住み続けたい」が 34.0％、「他のまちに移住したい」が 21.2％ 

結婚後の居住希望をみると、「新城市に住み続けたい」が 34.0％、「他

のまちに移住したい」が 21.2％となっています。また、「わからない」

が 44.2％と最も高くなっています。 

図表 11 結婚後の居住希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.0

50.0

25.0

16.7

36.2

26.5

40.9

33.3

50.0

21.2

10.7

27.0

33.3

19.1

32.4

9.1

18.5

14.3

44.2

39.3

47.0

50.0

44.7

41.2

50.0

48.1

28.6

0.6

1.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=156）

男性

（n=56）

女性

（n=100）

19歳以下

（n=12）

20～24歳

（n=47）

25～29歳

（n=34）

30～34歳

（n=22）

35～39歳

（n=27）

40～44歳

（n=14）

新城市に住み続けたい 他のまちに移住したい わからない 無回答
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※「他のまちに移住したい」と回答された方 

 結婚後に移住したい理由 ５.

「勤務先へのアクセスが悪いから」が 60.6％ 

結婚後に移住したい理由をみると、「勤務先へのアクセスが悪いから」

が 60.6％と最も高く、次いで、「子育て環境が悪いから」「新しい環境

に身を置きたいから」（ともに 30.3％）となっています。 

図表 12 結婚後に移住したい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

勤務先へのアクセ
スが悪いから

地価や賃料が高
いから

子育て環境が悪い
から

新しい環境に身を
置きたいから

地域の人間関係
が煩わしいから

親族と離れたいか
ら

その他

わからない/ 理由
はない

50.0

25.0

25.0

25.0

25.0

25.0

0.0 50.0 100.0（％）

19歳以下

（n=4）

44.4

11.1

44.4

22.2

0.0 50.0 100.0

20～24歳

（n=9）

81.8

18.2

45.5

9.1

18.2

18.2

0.0 50.0 100.0

25～29歳

（n=11）

50.0

100.0

50.0

50.0

0.0 50.0 100.0 150.0

30～34歳

（n=2）

勤務先へのアクセ
スが悪いから

地価や賃料が高
いから

子育て環境が悪い
から

新しい環境に身を
置きたいから

地域の人間関係
が煩わしいから

親族と離れたいか
ら

その他

わからない/ 理由
はない

60.0

20.0

40.0

20.0

20.0

0.0 50.0 100.0
（％）

35～39歳

（n=5）

50.0

50.0

100.0

0.0 50.0 100.0

40～44歳

（n=2）

勤務先へのアクセ
スが悪いから

地価や賃料が高
いから

子育て環境が悪い
から

新しい環境に身を
置きたいから

地域の人間関係
が煩わしいから

親族と離れたいか
ら

その他

わからない/ 理由
はない

60.6

9.1

30.3

30.3

18.2

3.0

18.2

0.0 50.0 100.0（％）

全体（n=33）

50.0

16.7

16.7

33.3

16.7

0.0 50.0 100.0

男性（n=6）

63.0

11.1

33.3

33.3

14.8

22.2

0.0 50.0 100.0

女性（n=27）
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 お子さんの有無 ６.

「いない」が 50.6％、「いる」が 47.2％ 

お子さんの有無をみると、「いない」が 50.6％、「いる」が 47.2％と

なっています。 

図表 13 お子さんの有無 

 

 

  
47.2

52.1

42.8

1.4

21.0

48.9

59.1

70.0

86.0

10.8

50.6

46.4

54.4

100.0

95.7

75.8

48.9

39.4

27.6

12.9

86.0

2.2

1.5

2.8

2.9

3.2

2.2

1.5

2.4

1.1

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=547）

男性

（n=263）

女性

（n=283）

19歳以下

（n=18）

20～24歳

（n=69）

25～29歳

（n=62）

30～34歳

（n=90）

35～39歳

（n=137）

40～44歳

（n=170）

既婚

（n=264）

未婚

（n=279）

いる いない 無回答
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※お子さんが「いる」と回答された方 

 出産、育児に際しての不安や苦労 ７.

「経済的負担が大きい」と「自分のことをする時間がない」がともに 49.2％ 

出産、育児に際しての不安や苦労をみると、「経済的負担が大きい」

と「自分のことをする時間がない」がともに 49.2％と最も高くなって

います。 

図表 14 出産、育児に際しての不安や苦労 

 

 

 

 

 

 

  

18.2

51.1

22.6

6.6

10.2

3.6

46.7

4.4

20.4

14.6

20.4

8.0

19.7

2.9

15.3

2.2

39.7

47.1

49.6

11.6

14.9

14.0

52.1

6.6

11.6

13.2

19.8

38.8

18.2

0.8

7.4

0.0 20.0 40.0 60.0

体力的負担が大きい

経済的負担が大きい

精神的負担が大きい

家のつくりが不便である

手伝ってくれる人がいない

悩み事を相談できる人が

いない

自分のことをする時間がない

子ども以外の家族の世話が

十分にできない

公的な支援制度が十分でない

会社企業の支援制度が

十分でない

どのような支援制度が

あるのかわからない

仕事との両立が困難である

病院や保育所などの施設が

近くにない

その他

特に不安や苦労はない

無回答

（％）

男性（n=137）

女性（n=121）

28.3

49.2

35.3

8.9

12.4

8.5

49.2

5.4

16.3

14.0

20.2

22.5

19.0

1.9

11.6

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0

体力的負担が大きい

経済的負担が大きい

精神的負担が大きい

家のつくりが不便である

手伝ってくれる人がいない

悩み事を相談できる人が

いない

自分のことをする時間がない

子ども以外の家族の世話が

十分にできない

公的な支援制度が十分でない

会社企業の支援制度が

十分でない

どのような支援制度が

あるのかわからない

仕事との両立が困難である

病院や保育所などの施設が

近くにない

その他

特に不安や苦労はない

無回答

（％）

n=258
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 お子さんの人数 ８.

「③理想のお子さんの人数」は平均 2.33 人 

お子さんに人数についてみると、「①現在のお子さんの人数」は平均

1.11 人、「②今後予定するお子さんの人数（現在のお子さんを含む）」

は平均 1.18 人、「③理想のお子さんの人数」は平均 2.33 人となってい

ます。 

図表 15 お子さんの人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①現在のお子さんの人数 

①現在のお子さんの人数について、年齢別でみると、年齢があがるに

つれてお子さんの人数も増える傾向となっており、「20～24 歳」で平

均 0.02 人が「40～44 歳」で平均 1.73 人（1.71 人増）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.11 1.18

2.33

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

①
現
在
の
お
子
さ

ん
の
人
数

②
今
後
、
予
定
す

る
お
子
さ
ん
の
人

数
（
現
在
の
お
子
さ

ん
を
含
む
）

③
理
想
の
お
子
さ

ん
の
人
数

（人） ①n=483 ②n=462 ③n=510

1.11
1.20

1.02

0.13
0.02

0.38

0.95

1.37

1.73
1.82

0.28

0

0.5

1

1.5

2

全体 男性 女性 19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 既婚 未婚

（人）
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②今後、予定するお子さんの人数 

②今後、予定するお子さんの人数について、年齢別でみると、「30～

34 歳」で平均 1.59 人と最も高くなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

③理想のお子さんの人数 

③理想のお子さんの人数について、年齢別でみると、「30～34 歳」

で平均 2.59 人と最も高くなっているが、他の年代でも 2 人以上となっ

ています。 

  

 

 

 

 

 

 

＜現在、予定、理想のお子さんの人数比較＞ 

お子さんの現在の人数、今後予定する人数、理想の人数を比較してみ

ると、現在の人数、今後予定する人数に大きな差はなく約１人となって

いるが、理想の人数は２人以上となっており、その差は約 1 人となって

います。 

 

 

 

 

 

  

1.18
1.32

1.05

0.38 0.42

1.15

1.59

1.34
1.21

1.61

0.66

0

0.5

1

1.5

2

全体 男性 女性 19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 既婚 未婚

（人）

2.33 2.38
2.27

2.06 2.13
2.31

2.59

2.32 2.30

2.60

2.04

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

全体 男性 女性 19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 既婚 未婚

（人）

1.11 1.20
1.02

0.13
0.02

0.38

0.95

1.37

1.73 1.82

0.28

1.18
1.32

1.05

0.38 0.42

1.15

1.59

1.34
1.21

1.61

0.66

2.33 2.38
2.27

2.06 2.13
2.31

2.59

2.32 2.30

2.60

2.04

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

全体 男性 女性 19歳以下 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 既婚 未婚

（人） 現在 今後 理想
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 理想的な子どもの人数を実現する際の問題 ９.

「経済的負担が大きいから」が 65.1％、「体力的負担が大きいから」が

24.5％ 

理想的な子どもの人数を実現する際の問題をみると、「経済的負担が

大きいから」が 65.1％と最も高く、次いで、「体力的負担が大きいから」

（24.5％）、「高齢出産を避けたいから」（19.4％）となっています。 

図表 16 理想的な子どもの人数を実現する際の問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.7

21.3

8.4

9.5

11.8

14.4

8.7

3.4

8.7

1.9

3.8

5.3

4.9

11.8

5.7

62.5

27.6

26.9

13.8

4.6

23.7

15.2

6.7

11.0

4.2

1.1

7.1

3.2

8.8

7.8

0.0 50.0 100.0

経済的負担が大きいから

体力的負担が大きいから

自分の仕事（勤めや家業）に

差し支えるから

育児環境がよくないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高齢出産を避けたいから

育児の心理的肉体的負担に

耐えられないから

健康上の理由から

ほしいけれどもできないから

家族が家事育児に

協力的でないから

配偶者が望まないから

保育所等に預けられる

環境がないから

その他

特に理由はない

無回答

（％）

男性（n=263）

女性（n=283）

65.1

24.5

17.9

11.7

8.0

19.4

12.1

5.1

9.9

3.1

2.4

6.2

4.0

10.2

6.8

0.0 50.0 100.0

経済的負担が大きいから

体力的負担が大きいから

自分の仕事（勤めや家業）に

差し支えるから

育児環境がよくないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

高齢出産を避けたいから

育児の心理的肉体的負担に

耐えられないから

健康上の理由から

ほしいけれどもできないから

家族が家事育児に

協力的でないから

配偶者が望まないから

保育所等に預けられる

環境がないから

その他

特に理由はない

無回答

（％）

n=547
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年齢別でみると、「25～29 歳」で「経済的負担が大きいから」

（77.4％）、「35～39 歳」で「体力的負担が大きいから」（34.3％）、

「40～44 歳」で「高齢出産を避けたいから」（27.6％）の割合が高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未既婚別でみると、「既婚」で「体力的負担が大きいから」（13.5 ポ

イント差）、「高齢出産を避けたいから」（10.7 ポイント差）が「未婚」

を 10 ポイント以上上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経
済
的
負
担
が
大
き
い

か
ら

体
力
的
負
担
が
大
き
い

か
ら

自
分
の
仕
事
（

勤
め
や

家
業
）

に
差
し
支
え
る

か
ら

育
児
環
境
が
よ
く
な
い

か
ら

自
分
や
夫
婦
の
生
活
を

大
切
に
し
た
い
か
ら

高
齢
出
産
を
避
け
た
い

か
ら

育
児
の
心
理
的
肉
体
的

負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い

か
ら

健
康
上
の
理
由
か
ら

ほ
し
い
け
れ
ど
も
で
き

な
い
か
ら

家
族
が
家
事
育
児
に
協

力
的
で
な
い
か
ら

配
偶
者
が
望
ま
な
い
か

ら 保
育
所
等
に
預
け
ら
れ

る
環
境
が
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

(%)

19歳以下 N=18

20～24歳 N=69

25～29歳 N=62

30～34歳 N=90

35～39歳 N=137

40～44歳 N=170

50.0

68.1

77.4

66.7

67.9

57.6

22.2

10.1

19.4

22.2

34.3

25.9

22.2

18.8

21.0

17.8

19.7

14.7

11.1

15.9

8.1

6.7

11.7

14.1

22.2

8.7

3.2

11.1

8.8

5.9

11.1

2.9

19.4

14.4

21.2

27.6

11.1

13.0

8.1

11.1

16.1

10.6

1.4

4.8

4.4

6.6

6.5

4.3

8.1

11.1

9.5

13.5

4.3

3.3

2.9

4.1

2.2

4.4

2.9

5.8

8.1

7.8

7.3

4.7

2.9

4.4

5.8

4.7

27.8

11.6

8.1

8.9

9.5

10.0

5.6

5.8

6.5

4.4

2.9

11.8

73.1

31.4

16.7 12.9
8.3

25.0

13.6

5.3

14.4

3.8 4.2 5.3 5.7 7.6
2.7

57.7

17.9 19.4

10.8
7.2

14.3
10.8

5.0 5.7
2.5 0.7

6.5
1.8

12.9 10.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

経
済
的
負
担
が
大
き
い
か
ら

体
力
的
負
担
が
大
き
い
か
ら

自
分
の
仕
事
（
勤
め
や
家

業
）
に
差
し
支
え
る
か
ら

育
児
環
境
が
よ
く
な
い
か
ら

自
分
や
夫
婦
の
生
活
を
大
切

に
し
た
い
か
ら

高
齢
出
産
を
避
け
た
い
か
ら

育
児
の
心
理
的
肉
体
的
負
担

に
耐
え
ら
れ
な
い
か
ら

健
康
上
の
理
由
か
ら

ほ
し
い
け
れ
ど
も
で
き
な
い

か
ら

家
族
が
家
事
育
児
に
協
力
的

で
な
い
か
ら

配
偶
者
が
望
ま
な
い
か
ら

保
育
所
等
に
預
け
ら
れ
る
環

境
が
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

無
回
答

（％）
既婚（n=264） 未婚（n=279）
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●卒業後の進路と居住地に関するアンケート 

 

 在学高校 １.

「新城東高等学校」が 35.8％、「新城高等学校」が 17.2％ 

回答者の在学高校は、「その他」が最も高く 45.0％、次いで「新城東

高等学校」（35.8％）、「新城高等学校」（17.2％）となっています。 

図表 17 在学高校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 進路希望 ２.

「大学に進学したい」が 55.0％、「民間企業に就職したい」が 19.2％ 

卒業後の進路の希望をみると、「大学に進学したい」が 55.0％と最も

高く、次いで、「民間企業に就職したい」（19.2％）、「専門学校に進学

したい」（9.9％）となっています。 

図表 18 進路希望 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=151

17.2

35.8

45.0

2.0

（％）

新城高等学校

新城東高等学校

黄柳野高等学校

その他

無回答

13.6

21.7

16.2

14.5

18.4

35.8

36.2

27.0

41.8

34.7

49.4

39.1

56.8

41.8

46.9

1.2

2.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=81）

女性

（n=69）

1年生

（n=37）

2年生

（n=55）

3年生

（n=49）

新城高等学校 新城東高等学校 黄柳野高等学校

その他 無回答

19.2

21.0

17.4

10.8

18.2

28.6

3.3

4.9

1.4

5.4

3.6

2.0

55.0

55.6

55.1

51.4

60.0

55.1

9.9

8.6

10.1

13.5

7.3

10.2

1.3

1.2

1.4

1.8

1.3

2.9

1.8

2.0

0.7

1.4

2.6

1.2

4.3

5.4

2.0

6.6

7.4

5.8

13.5

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=151）

男性

（n=81）

女性

（n=69）

1年生

（n=37）

2年生

（n=55）

3年生

（n=49）

民間企業に就職したい 民間企業以外（公務員等）に就職したい
大学に進学したい 専門学校に進学したい
留学したい 家業を継ぎたい
アルバイト等の仕事に就きたい 起業・独立したい
その他 わからない／決められない
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※「わからない／決められない」以外と回答された方 

 卒業後の居住希望 ３.

「住み続けたいが、通勤・通学が不便だからできないと思う」が 47.5％ 

卒業後の居住希望をみると、「住み続けたいが、通勤・通学が不便だ

からできないと思う」が 47.5％と最も高く、次いで「住み続けたい」

（30.5％）、「住み続けたくない」（21.3％）となっています。 

図表 19 卒業後の居住希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=141

30.5

47.5

21.3

0.7

（％）

住み続けたい

住み続けたいが、通勤・通

学が不便だからできないと

思う
住み続けたくない

無回答

36.0

24.6

37.5

29.4

24.5

38.7

56.9

40.6

43.1

57.1

24.0

18.5

21.9

27.5

16.3

1.3

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=75）

女性

（n=65）

1年生

（n=32）

2年生

（n=51）

3年生

（n=49）

住み続けたい

住み続けたいが、通勤・通学が不便だからできないと思う

住み続けたくない

無回答
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※「住み続けたいが、通勤・通学が不便だからできないと思う」または「住み続けたくな

い」と回答された方 

 住み続けることができない理由 ４.

「通勤・通学が不便だと思うから」が 77.3％ 

卒業後住み続けることができないと思う理由をみると、「通勤・通学

が不便だと思うから」が 77.3％と最も高くなっています。 

図表 20 住み続けることができない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通勤・通学が不便だと思う
から

生活が不便だから

育った地域以外で住んで
みたいから

親戚・家族と離れて暮らし
たいから

自立したいから

都市で生活したいから

その他

特に理由はない

77.3

20.6

21.6

7.2

20.6

14.4

4.1

1.0

0.0 50.0 100.0（％）

全体

（n=97）

72.3

23.4

23.4

4.3

21.3

12.8

4.3

0.0 50.0 100.0

男性

（n=47）

81.6

16.3

20.4
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20.4
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2.0

2.0

0.0 50.0 100.0
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（n=49）

通勤・通学が不便だと思う
から

生活が不便だから

育った地域以外で住んで
みたいから

親戚・家族と離れて暮らし
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自立したいから

都市で生活したいから

その他

特に理由はない

65.0

20.0
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5.0
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20.0

0.0 50.0 100.0（％）

1年生

（n=20）

77.8
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22.2

8.3

13.9

13.9
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2.8

0.0 50.0 100.0
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（n=36）
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5.6

30.6

13.9

2.8

0.0 50.0 100.0

3年生

（n=36）
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 Ｕターン希望 ５.

“Ｕターンを希望する”3が 65.6％、“希望しない”4が 33.1％ 

将来新城市へのＵターンを希望するかをみると、「どちらかといえば

希望する」が 42.4％と最も高く、これと「希望する」（23.2％）を合

わせた“希望する”は 65.6％となっています。一方で、“希望しない”

は 33.1％となっています。 

図表 21 Ｕターン希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
3  「希望する」と「どちらかといえば希望する」を合わせたもの 
4  「希望しない」と「どちらかというと希望しない」を合わせたもの 

n=151

23.2

42.4

24.5

8.6

1.3

（％）

希望する

どちらかといえば希望

する

どちらかというと希望し

ない

希望しない

無回答

25.9

20.3

21.6

21.8

24.5

37.0

49.3

45.9

40.0

40.8

25.9

21.7

27.0

21.8

28.6

9.9

7.2

2.7

14.5

6.1

1.2

1.4

2.7

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

（n=81）

女性

（n=69）

1年生

（n=37）

2年生

（n=55）

3年生

（n=49）

希望する どちらかといえば希望する

どちらかというと希望しない 希望しない

無回答
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 Ｕターンでの定住をするために必要な条件・環境 ６.

「買い物等の日常的な生活の便利さ」が 62.3％、「仕事の確保」が 60.9％ 

Ｕターンでの定住をするために必要な条件や環境をみると、「買い物

等の日常的な生活の便利さ」が 62.3％と最も高く、次いで、「仕事の確

保」（60.9％）、「病院等の医療機関の充実」（57.6％）となっています。 

図表 22 Ｕターンでの定住をするために必要な条件・環境 
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学年別でみると、「２年生」で「病院等の医療機関の充実」が 70.9％、

「娯楽施設、趣味や余暇の場の充実」が 40.0％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８の新城市へのＵターン希望別でみると、「希望しない」では他に

比べて、「公共交通機関の充実」や「娯楽施設、趣味や余暇の場の充実」

の割合が高くなっています。 
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 新城市と住みたいと思うまちのイメージ ７.

現在の新城市は「自然環境豊かなまち」（84.1％）で、今後住みたいと思う

のは「交通の利便性の高いまち」（38.4％） 

新城市の現在のイメージをみると、「自然環境豊かなまち」（84.1％）、

今後住みたいと思うまちのイメージをみると、「交通の利便性の高いま

ち」（38.4％）が最も高くなっています。 

図表 23 新城市と住みたいと思うまちのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都心に近い住み良いまち

子どもや若者が多い活気あるまち

全国に誇れる特産があるまち

観光資源に恵まれたまち

元気な企業が立地する産業のまち

研究所・大学等のある研究学園都市

教育環境の充実しているまち

n=151

食が充実しているまち

自然環境豊かなまち

外国人が多く訪れる国際色豊かなまち

無回答

その他

祭りやイベントが充実しているにぎわいの
あるまち

地域のつながりやコミュニティ活動が活発
なまち

防犯体制が充実し、治安の良いまち

防災対策が充実した安心・安全なまち

交通の利便性の高いまち

歴史的・文化的な景観があるまち
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性別でみると、新城市の現在のイメージでは「地域のつながりやコミ

ュニティ活動が活発なまち」、今後住みたいと思うまちのイメージでは

「都心に近い住みよいまち」と「自然環境豊かなまち」の男女差が 10

ポイント以上と多くなっています。 
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＜新城市の現在のイメージ＞ 

問８の新城市へのＵターン希望別に新城市の現在のイメージをみる

と、希望度が高くなるにつれて、「自然環境豊かなまち」、「歴史的・文

化的な景観があるまち」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後住みたいと思うまちのイメージ＞ 

問８の新城市へのＵターン希望別にみると、“希望しない”5では「交

通の利便性の高いまち」、「都心に近い住み良いまち」、「子どもや若者が

多い活気あるまち」、「居住環境・生活環境が整備されたまち」の割合が

高くなっています。 
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れ
る

国
際
色
豊
か
な
ま
ち

防
災
対
策
が
充
実
し
た

安
心
・
安
全
な
ま
ち

防
犯
体
制
が
充
実
し
、

治
安
の
良
い
ま
ち

地
域
の
つ
な
が
り
や
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
が
活

発
な
ま
ち

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
充

実
し
て
い
る
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち

そ
の
他

無
回
答

希望する N=35

どちらかといえ
ば希望する

N=64

どちらかという
と希望しない

N=37

希望しない N=13

54.3

28.1

8.1

7.7

14.3

9.4

8.1

7.7

40.0

32.8

18.9

46.2

14.3

12.5

40.5

53.8

14.3

9.4

18.9

15.4

8.6

23.4

29.7

30.8

11.4

9.4

2.7

20.0

39.1

45.9

53.8

2.9

4.7

10.8

4.7

10.8

17.1

12.5

2.7

7.7

20.0

9.4

5.4

5.7

9.4

2.7

4.7

8.6

3.1

5.4

15.4

2.9

20.3

16.2

7.7

31.4

9.4

5.4

7.7

17.1

20.3

16.2

15.4

2.7

5.7

6.3

8.1

7.7
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●市内事業所の雇用動向に関するアンケート 

 

 産業分類 １.

「建設業」が 25.0％、「製造業」が 20.0％ 

回答事業所の産業分類は、「建設業」が 25.0％と最も高く、次いで「製

造業」（20.0％）、「卸売業・小売業」（15.0％）、「サービス業」（11.7％）

となっています。 

図表 24 産業分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雇用計画の意向 ２.

「現状維持」が 50.0％ 

今後の労働者の雇用計画の意向をみると、「現状維持」が半数を占め、

次いで「雇用を増やす・増やしたい」が 35.0％、「雇用を減らす・減ら

したい」が 5.0％となっています。 

図表 25 雇用計画の意向 

 

 

 

 

  

1.7

25.0

20.0

1.7

15.0

1.7

5.0

8.3

3.3
1.7

11.7

1.7
3.3

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

農
業
・
林
業

漁
業

鉱
業
・
採
掘
業
・
砂
利
採
取
業

建
設
業

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道

業

情
報
通
信
業

運
輸
業
・
郵
便
業

卸
売
業
・
小
売
業

金
融
業
・
保
険
業

不
動
産
業
・
郵
便
業

学
術
研
究
、
専
門
・
技
術
サ
ー

ビ
ス
業

宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
・
娯
楽

業

教
育
・
学
習
支
援
業

医
療
・
福
祉

複
合
サ
ー
ビ
ス
業

サ
ー
ビ
ス
業

公
務

そ
の
他
の
産
業

無
回
答

（％）
n=60

n=60

35.0

50.0

5.0
6.7

3.3

（％）

雇用を増やす・増やしたい

現状維持

雇用を減らす・減らしたい

わからない

無回答
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※「雇用を増やす・増やしたい」と回答された方 

 増やす予定の雇用形態 ３.

「正規社員のみ増やす」が 38.1％ 

増やす予定の雇用形態をみると、「正規社員のみを増やす」が 38.1％

と最も高く、次いで「正規社員と非正規社員を同じくらい増やす」

（33.3％）となっています。 

図表 26 増やす予定の雇用形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正社員登用 ４.

「必要に応じて随時登用していく」38.3％ 

今後の正社員登用の方針についてみると、「必要に応じて随時登用し

ていく」が 38.3％と最も高く、次いで「未定／わからない」が 21.7％

と高くなっています。 

図表 27 正社員登用 

 

 

 

 

  

正規社員のみを増やす

非正規社員のみを増やす

正規社員と非正規社員を
同じくらい増やす

非正規社員より正規社員
を多く増やす

正規社員より非正規社員
を多く増やす

その他

38.1

4.8

33.3

14.3

4.8

4.8

0.0 50.0
（％）

n=21

定期的に登用していく

必要に応じて随時登用
していく

登用の予定はない

未定/ わからない

非正規社員は在籍して
いない

その他

無回答

5.0

38.3

15.0

21.7

10.0

3.3

6.7

0.0 50.0
（％）

n=60
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 女性の管理職・役員の登用 ５.

「能力に応じて登用している」33.3％ 

女性の管理職・役員の登用についてみると、「能力に応じて登用して

いる」が 33.3％と最も高く、次いで「女性従業員がいない・少ない」

（25.0％）、「あまり登用していない」（23.3％）となっています。 

図表 28 女性の管理職・役員の登用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行政機関や支援機関の取り組み ６.

「人材育成支援」が 26.7％、「雇用機会の提供・助成」が 23.3％ 

行政機関や支援機関の取り組みで期待するものをみると、「人材育成

支援」が 26.7％と最も高く、次いで「雇用機会の提供・助成」（23.3％）、

「行政による情報発信」（20.0％）となっています。 

図表 29 行政機関や支援機関の取り組み 

 

 

 

  
16.7 18.3

15.0
11.7

1.7

11.7

20.0

13.3

5.0

26.7
23.3

18.3

5.0

15.0

8.3

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

産
学
官
連
携
の
支
援

企
業
間
連
携
の
支
援

農
商
工
連
携
な
ど
、
異

業
種
連
携
の
支
援

新
分
野
進
出
時
の
支
援

海
外
進
出
時
の
支
援

企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会

の
提
供

行
政
に
よ
る
情
報
発
信

融
資
等
資
金
支
援

経
営
相
談

人
材
育
成
支
援

雇
用
機
会
の
提
供
・
助

成

販
売
促
進
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

（％） n=60

積極的に登用している

能力に応じて登用している

あまり登用していない

女性従業員がいない・少
ない

その他

無回答

1.7

33.3

23.3

25.0

10.0

6.7

0.0 20.0 40.0（％）

n=60
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 景況感の変化 ７.

①②ともに「変わらない」が最も高い 

景況感の変化をみると、「①現在と１年前と比べると」と「②１年後

と比べると」ともに「変わらない」が４割以上で最も高くなっています。 

図表 30 景況感の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地方創生の考え方についての評価 ８.

“評価する”675.0％、“評価しない”711.7％ 

地方創生の考え方についての評価をみると、「評価する」が 45.0％と

最も高く、これと「まあ評価する」（30.0％）を合わせた“評価する”

は 75.0％となっています。一方、“評価しない”は 11.7％となってい

ます。 

図表 31 地方創生の考え方についての評価 

 

 

 

 

 

 

                                                   
6  「評価する」＋「まあ評価する」 
7  「評価しない」＋「あまり評価しない」 

21.7

16.7

40.0

45.0

36.7

36.7

1.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①現在を１年前と比べると

（n=60）

②１年後と比べると

（n=60）

良くなった／良くなる 変わらない 悪くなった／悪くなる 無回答

n=60
45.0

30.0

10.0

1.7
13.3

（％）

評価する

まあ評価する

あまり評価しない

評価しない

わからない


